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国会総選挙で人民党下野，
民主党主導の連立政権誕生

　湊
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概　　況
　2012年のモンゴルは政争に明け暮れた。 6月の国会選挙に備え，民主党が年初
早々から人民党との大連立を解消，対決姿勢を打ち出した一方，中小政党にも
「市民の意志・緑の党」の正式発足や，人民革命党と民族民主党の「正義」同盟
結成など，合従連衡を模索する動きがみられた。そのようななか， 4月には人民
革命党党首のエンフバヤル前大統領が逮捕されるという事態が起きたが，これが
人民党内の対立を呼んだ末，離党議員を出すに至った。そして国会総選挙の結果，
人民党は敗北，民主党は議席を増やしたものの比較第 1党にとどまった。このた
め民主党は第 3勢力に躍進した「正義」同盟と， 2議席を確保した市民の意志・
緑の党と連立を組み， 8月にはアルタンホヤグ民主党党首を首相とする政権が誕
生した。しかし，野党に転じた人民党の強硬な抵抗戦術，エンフバヤル前大統領
の処遇などを巡る連立与党内の対立といった，新政権発足後も政治混乱は収まる
気配がない。
　経済では 2年連続の 2桁成長や農牧業の復活，失業者の減少などの好材料がみ
られる一方，財政・貿易両収支の赤字やインフレは解消される気配がない。タワ
ントルゴイ炭鉱とオヨー・トルゴイ鉱山などの鉱山開発についても，国民への利
益配分が先行するなかで事業自体は不安定感を増しており，今後は楽観できない。
　対外関係では，総選挙の影響で首相・閣僚・高官レベルでの外国訪問はあまり
みられなかったものの，エルベグドルジ大統領が積極的な各国訪問を行った。ま
た，欧州安全保障協力機構への正式加盟，民主主義共同体運営評議会の議長国と
しての活動に加え，国連総会，非同盟諸国首脳会議への参加など，多国間会合の
場を利用した幅広い外交展開がみられた。

2012年のモンゴル
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国 内 政 治

総選挙に向けた各党の動き
　2012年の国内政治は大連立政権の解体で幕を開けた。モンゴルではこれまで国
会第 1党の人民党と第 2党の民主党が連立政権を組んできたが， 1月，アルタン
ホヤグ民主党党首は，同党が国会・地方議会総選挙で人民党との協力を行わない
と述べたうえで，このことを理由に政権から離脱すると発表した。
　大連立解体後は人民党がバトボルド首相の下で単独政権を運営することとなり，
後任閣僚人事案が発表された。これに対し，エルベグドルジ大統領は第一副首相
および副大臣の後任を置かないことと，後任の大臣を現職の国会議員以外から選
任することを主張し，人事案への反対を表明した。ところが，首相側はそれらの
主張にもかかわらず同案を大統領に提出，大統領の承認が得られないまま国会に
も上程した。これには民主党の国会議員が反発し，後任人事の審議がストップす
る事態となった。最終的にはデムベレル国会議長および大統領，首相の間で合意
が成立したことにより， 1月27日に国会が第一副首相の廃止と現職国会議員を含
む 5閣僚の就任を承認し，バトボルド改造内閣がようやく発足した。ところが，
3月には民主党バトトルガ前道路・運輸・建設・都市計画相と人民党ニャムドル
ジ法相との間で互いの腐敗を指摘する非難合戦が勃発，両党の対立はさらに激化
した。
　他の政党に目を転じると，昨年来の懸案であった市民の意志党と緑の党エンフ
バト派の合流がようやく認められた。これは市民の意志党が「市民の意志・緑の
党」に名称を変更，党規を改めたうえで，緑の党エンフバト派が合流する形で実
現したものである。名称変更と党規改訂に対しては緑の党合併反対派から抗議声
明が出されたものの，政党法に基づいて最高裁が審査を行い， 3月に承認が出さ
れた。他方，人民革命党と民族民主党は 1月に 9年間の連合協定に署名し，さら
に他党との協力に向けた動きをみせたが，結果として総選挙には両党のみによる
「正義」同盟として参加することになった。
　各党・同盟が選挙準備を進める一方で，選挙実施に向けた懸念材料になってい
たのが，前年に施行された新選挙法に対する憲法裁判所の判断であった。判断い
かんでは選挙法が無効となる可能性もあったからである。 1月に同法に対する違
憲申し立てがなされて以来，憲法裁判所は中法廷にて審査を行い， 3月末に同法
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のうち選挙区で28％以上の得票を得た落選者を比例代表名簿に移す条項が憲法違
反に当たるとの判断を下した。国会はこの判断を承認しなかったため，同法は大
法廷で再び審査されたが，再び違憲判断が下され，そのまま確定した。

エンフバヤル前大統領の逮捕
　 4月12日夜，人民革命党党首のエンフバヤル前大統領に対し，反腐敗庁が逮捕
を通告した。現場は警察官や支持者，警備員などが入り乱れ，一時騒然となった
が，翌13日早朝に同氏は逮捕，身柄を移されることとなった。大統領経験者の逮
捕はモンゴルでは初めてのことである。
　エンフバヤル前大統領の容疑は，国会議員および大統領時代に国有・公有財産
を横領したというものであった。しかし，逮捕の時期が総選挙告示の直前であっ
たことに加え，同氏が2008年 7月 1日の騒乱事件に関する内部資料を公表してい
たことから，逮捕の背景に政治的な動機を疑う声も出た。人民革命党関係者や支
持者からは即時釈放の要求が出されたほか，前大統領自身も逮捕を不当とし， 5
月にはハンガーストライキを決行，支持者のなかにも呼応する動きが現れた。
　前大統領逮捕の余波は与党にも及んだ。人民党のオラーン国会議員らは，前大
統領逮捕に際し，ニャムドルジ法相が必要な手続きをとらず，国会議員の不逮捕
特権を侵したとして，罷免決議案をデムベレル国会議長に提出した。これは 5月
3日の国会本会議で否決されたが，その直前の同月 1日に同議員ら 4人が人民党
の会派から離脱，そのうちオラーン，テルビシダグワ両議員は人民革命党に合流
した。このように，前大統領の逮捕はむしろ政局の焦点と化し，後述するように，
選挙後においても政治の不安定化要因として横たわることとなる。
　なお，前大統領の裁判は前大統領の体調不良などを理由に当初の予定から延期
を繰り返し，開始されたのは選挙後のことであった。 1審では起訴事実が一部認
められて禁錮 4年の刑が言い渡された。 2審は 1審判決を支持，最高裁では禁錮
2年 6カ月に減刑されたものの，実刑が確定，収監された。しかし，支持者から
は判決への不満や前大統領の釈放を求める主張が止んでいない。

国会総選挙実施，民主党が比較第 1党に
　以上のような混乱があったものの，国会総選挙は 4月に告示された。政党・同
盟の受け付けは 5月 8日に締め切られ，11の政党と 2つの同盟が選挙に参加する
こととなった。前述のとおりエンフバヤル党首が逮捕された人民革命党は，同氏
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が未決拘留中であることを理由に，党首を比例代表候補として選挙に臨んだもの
の，選挙中央委員会はこれを認めず，立候補は取り消された。
　総選挙は首都議会選挙とともに 6月28日に予定どおり実施された。開票作業は
投票終了後直ちに開始され，選挙結果は 7月5日に確定した（図 1）。 2大政党の
うち人民党は議席数を減らして第 2党に転落，逆に議席数を増やした民主党は比
較第 1党になったものの，過半数を得るには至らなかった。中小政党では，「正
義」同盟が 2桁の議席を得て第 3勢力の座をつかんだ一方，市民の意志・緑の党
は議席をひとつ減らす結果となった。全モンゴル労働者党は唯一の議席を失った。
　ただし，首都の 2つの選挙区で当選に必要な得票率28％を得た議員が定数に満
たなかったことに加え，ウブルハンガイ県選挙区（定数 2）で最多得票を得た人民
党 2候補が選挙違反の疑いにより当選保留となったため， 4議席が未確定となっ
た。さらに，「正義」同盟はエンフバヤル党首ら比例代表候補 3人の立候補が選
挙中央委員会によって取り消されたことに反発して，選挙中央委員会が認定した
比例代表当選者のうち 3人が宣誓を拒否したため，議席数が確定しながら議員が
決まらないという異例の事態も生じた。
　今回の選挙では，2008年総選挙後のような暴動や騒乱が起きることはなかった。
とはいえ，電子投票システムを導入したにもかかわらず結果の確定に数日を要し，
一部政党からは票の数え直しの要求も出た。さらに在外投票では10万人以上いる

（出所）　選挙中央委員会ウェブサイト。

図 1　国会総選挙最終結果（2012年 7 月 5 日確定）
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といわれる有権者のうち実際に投票したのは3000人を下回るなど，新選挙法の下
で初となる総選挙が浮き彫りにした課題は小さくない。

新政権と新国会で相次ぐ混乱
　選挙結果を受け，民主党は連立政権の樹立へと動いた。まず「正義」同盟との
連立協議を呼びかけると，同盟側もすぐに応じた。協議には市民の意志・緑の党
も加わり， 7月19日に 3勢力が連立政権樹立で合意した。
　これに対し，野党となった人民党は欠席戦術で対抗した。人民党は前述のウブ
ルハンガイ県選挙区問題で，同党の 2候補に対する当選保留が不当だと主張，第
5期（2008～2012年）国会の閉会式を欠席した。人民党の新選出議員は第 6期（2012
～2016年）国会初会議には出席し，宣誓を行ったものの，新国会議長人事につい
て民主党からの事前協議がなかったことが不当だと主張，その後の本会議からは
欠席した。しかし人民党以外の議員は人民党の主張を認めず，国会議長選出を強
行，その後も国会出席の条件について人民党と民主党が断続的に協議を続けたが，
意見の相違は埋まらず，人民党が欠席したまま常任委員会などの人事が進められ
た。
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　人民党は首相任命案の採決が行われた 8月 9日に審議に復帰，同日にアルタン
ホヤグ民主党党首が首相に正式に任命された。ところが同月20日，新閣僚の任命
案の審議が続くなか，人民党はオラーン国会副議長の蔵相任命案に反発して再び
欠席に転じた。人民党抜きで任命案が可決，そのまま新内閣が発足することに
なった。人民党はその後も欠席戦術を継続した。10月に選挙中央委員会がウブル
ハンガイ県選挙区での人民党候補の当選取り消しと民主党候補の繰り上げ当選を
決定するや，人民党支持者による抗議デモ隊が政府庁舎を封鎖，一部議員は本会
議場前で座り込みによる議事妨害に打って出た。その後，当選取り消し自体は11
月に下された司法判断で確定したものの，翌12月に民主党との合意により両党間
で議席を分割することとなり， 1議席の獲得に成功した。
　しかし，このような強硬姿勢が人民党の党勢回復をもたらしたとは言い難い。
人民党は欠席戦術をとるなかで新国会議長への国会内会派結成の届出を行わな
かったため，選挙後 5カ月以上も会派としての活動ができなかった。加えて，11
月21日に行われた統一地方選挙では地方21県・首都 7地区のうち12県 5地区で民
主党に敗北，同日実施の国会バヤンズルフ選挙区の決選投票では，当選したアル
ビン人民党候補が12月20日に民主党に移籍するという事態に陥っている。
　一方，連立政権内部も一枚岩ではない。人民革命党は連立政権樹立以降もエン
フバヤル党首の無罪と国会総選挙への立候補取り消し無効，さらには比例代表選
挙での当選を主張しつづけ，最高裁の判決を直前に控えた12月 3日には連立政権
からの離脱を表明した。しかし，「正義」同盟を組む民族民主党からは離脱に難
色を示され，最高裁でエンフバヤル候補の有罪判決が確定して今期国会での当選
の可能性が消滅すると，人民革命党は逆に連立政権に残留すると発表した。同盟
のもう一方の市民の意志・緑の党についても，政権発足間もない 8月末に連立離
脱の報道が流れ，オヨーン党首が否定する一幕があった。当時副大臣の人数配分
を巡る民主党との不和がささやかれており，これが離脱の憶測を呼んだと推測さ
れる。

経 済

農牧業の復活で 2桁成長を維持
　2012年のモンゴルの実質経済成長率は12.3％と，空前の伸びを示した2011年に
は劣るものの， 2年連続で 2桁成長を維持することに成功した（Monthly Bulletin 
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of Statistics, 2012年12月号。以下，2012年の統計数値はすべて暫定値）。
　特筆されるのは，前年比21.3％という農牧業の急成長である。牧畜部門では家
畜頭数が 3年ぶりに4000万頭を回復した。農耕部門でも総作付面積の拡大に伴い，
主要産物である穀物と馬鈴薯の収穫高が10年来の豊作であった前年をさらに超え
た。この結果，農牧業部門の生産額は2010年のゾド（雪害）発生以前の水準を上
回った（Mongolian Statistical Yearbook of 2010）。
　ほかの部門でも，主要産業である鉱業採掘部門が8.9％の伸びを示したのに加え，
製造業部門が9.7％と 2桁に迫る成長をみせた。ここで工業総生産をみると，鉱
業採掘部門では石炭生産がマイナス7.7％となったものの，それを補って余りあっ
たのが，原油生産の42.6％もの急増と，同部門で最大の比重を有する金属鉱石生
産の6.8％という堅調な伸びであった。製造業部門では，部門内シェア最大の食
料品生産が10.5％の増加と 2年連続の 2桁成長を実現したことで，シェア第 2位
の繊維製品の生産が19.1％減少した影響を打ち消している。サービス部門では卸
売・小売・自動車およびバイク修理が10.3％，運輸・倉庫業が12.8％とそろって
2桁成長を達成し，部門全体の拡大に寄与した。

拡大する双子の赤字，インフレは慢性化の気配
　経済の急成長が続くなかで，懸念材料も徐々に大きくなっている。まず，財
政・貿易赤字は2012年も拡大した。財政収支は 2年連続の歳出超過となり，赤字
額は 1兆1630億トグリグと，前年の7699億トグリグを大幅に上回った。この要因
としては，歳出のうち補助金が前年比で33.0％（約5590億トグリグ），給与・賃金
が前年比55.7％（4469億8630万トグリグ）それぞれ増加したことがあげられる。
2013年度予算は赤字を GDPの 2％以内に抑えるように編成されたが，それでも
赤字額は3563億トグリグと，2009年以前の水準よりも高い。
　一方の貿易赤字は，輸出減と輸入増という両面からの打撃を受け，2011年の17
億8090万ドルから，23億5430万ドルに悪化した。輸出についてみると，主要品目
のうち石炭の輸出額が前年比で16.9％（ 3億8169万ドル），銅精鉱が同13.4％（ 1億
2977万ドル）減少したのが響いている。一方，輸入増に対しては燃料輸入の拡大
が影響している。2012年のガソリン輸入は前年比35.4％（ 1億2402万ドル），
ディーゼル燃料は同13.8％（9953万ドル）それぞれ増加している。加えて，輸出の
中国依存は拡大するばかりである。対中国輸出の輸出全体に占めるシェアは2008
年ですでに64.5％であったが，2012年には92.6％にまで達した。
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　インフレも解決の気配がない。2012年12月時点での消費者物価指数上昇率は前
年同期比で14.0％となり， 3年連続で 2桁台を記録した。背景には，2012年に 2
度にわたって行われた公務員給与と年金の大幅増額や，「人間開発基金」による
国民への現金給付，さらには後述する「エルデネス・タワントルゴイ」社株の国
民への交付などによる通貨供給の増加がある。インフレが現金への需要を生み，
それがさらなるインフレにつながるという悪循環がモンゴルで定着しつつある。
　ただし，失業者数については大幅な減少がみられた。2012年末時点での登録失
業者数は 3万5800人であり，前年の 5万7200人の 6割強にまで減少した。これに
はウランバートルでの登録失業者数が2012年末で 1万2800人と，前年末の 2万
9300人の半分以下にまで減少したことが貢献している。地方をみても，登録失業
者数は全21県中14県で減少を示している。

鉱山開発に暗雲
　2012年にはタワントルゴイ炭鉱とオヨー・トルゴイ鉱山の 2大鉱山開発にも影
が差す出来事が相次いだ。まずタワントルゴイ炭鉱については，前年に事業会社
である「エルデネス・タワントルゴイ」社の新規株式公開（IPO）を国外市場で行
うことが決定していたが， 1月にこれが延期されるとの報道がなされた。その後
は延期後の公開時期を巡って複数の情報が流れた末， 5月に入ると新たな公開時
期が2013年第 1四半期になったとの外国報道が伝えられた。加えて，石炭の市場
価格が低迷するなかで，年半ばからは同社の経営不安や負債増大を伝える報道も
相次いだ。10月に就任したバトソーリ新社長は，翌11月 7日付ニュースサイト
「news.mn」のインタビューで，厳しい財務状況や炭価下落による収支悪化を認
めたうえで，融資調達や石炭の販売契約の見直しで事態の打開を図る意向を明ら
かにした。
　企業経営に影が差す一方で，国民への「エルデネス・タワントルゴイ」社株交
付は進められた。 2月には国会本会議で第39号決議が可決され，同社株のうち
20％以内（ 1人当たり1072株）を国民に無償交付し，10％を企業に有償譲渡するこ
とが決定した。株が不要な国民に対しては政府が100万トグリグで株を買い取る
ことが決まったが， 5月29日時点で約153万人が買い取りを申請，うち大多数が
現金買い取りを希望したため，財源が問題となった。そこで政府は企業に対し同
社株の再買い取りを募集したところ， 6月30日までに1000社余りからの応募が
あった。再買い取りの条件は，株単価933トグリク， 1社当たり購入上限 3万
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6240株で代金は事前払い込みというものであり，各社から212億トグリグの事前
払い込みを得て， 7月から再買い取りが実施されている。
　一方のオヨー・トルゴイ鉱山については，投資契約の内容を巡って論争が勃発
した。 9月 5日，超党派の国会議員グループ24人がアルタンホヤグ首相に対し，
2009年に制定されたオヨー・トルゴイ鉱床利用投資に関する第57号国会決議を根
拠に，政府所有分の比率を34％から50％以上に増やすことを要求した。またグ
ループは2012年から2016年の政府活動プログラム案の国会審議において，同鉱山
の投資契約見直しをプログラムに明記するよう求めた。加えて，グループのガン
バータル議員は投資契約締結時の蔵相であったバヤルツォグト議員に対し，契約
内容の是非に関する直接討論を申し入れた。
　しかし，グループの活動はこれまでのところ成功していない。所有株比率の変
更は外国投資家からの理解を得ていなかった。また政府活動プログラムについて
も，最終案では鉱山名が記載されず，グループは反発したものの，同案は僅差で
そのまま可決された。さらに，グループのガンバータル議員と原案を推すバヤル
ツォグト議員間の討論は曲折の末，統一地方選直後に開催され，テレビで全国に
生中継された。並行して行われたアンケートでは，データを基に契約の利点を説
明したバヤルツォグト議員が回答者の57.1％の支持を得た一方，ガンバータル議
員への支持は41.3％にとどまった。ただ，ガンバータル議員は討論後の会見で勝
利宣言を行うなど，要求を取り下げる気配はない。一方，ガンホヤグ鉱業相も 9
月の会見で，外国投資家側の了承を得るまで所有分比率引き上げ交渉を続けると
発言しており，事態が収束したわけではない。
　さらに，水資源の問題も浮上している。 9月末，世界銀行が鉱山周辺地域の水
資源が不十分と認識しているにもかかわらず，開発プロジェクトに 9億ドルの融
資を行う予定であると報じられた。この報道をきっかけに，銅生産が本格化した
際の水資源の確保や，水資源枯渇への懸念がメディアで論じられるようになった。
オヨー・トルゴイ社は水資源に関する問題はないとしており， 7月31日付で環
境・社会への影響に関する膨大なアセスメントを公表していたが，国際 NGOか
らの酷評に遭うなど，信用を得るには至っていない。
　両鉱山とも開発に進展がみられないわけではない。タワントルゴイ炭鉱では10
月に西鉱区で土壌剥離を開始，開発が本格化している。オヨー・トルゴイ鉱山で
は11月 5日に内蒙古電力公司（Inner Mongolia Power Corporation）と電力供給契約
を締結，12月には銅精錬工場が稼働している。とはいえ，目下直面する水資源や
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株式所有比率の問題を解決しない限り，両鉱山の開発が円滑に進むとは考え難い。

対 外 関 係

　2012年は前年と比べて要人の往来の機会は限られた。そのようななかで， 3月
にバトボルド首相が訪日したことは特筆されるべきであろう。一方で，エルベグ
ドルジ大統領を中心として，国際会合への積極的な参加や，会合期間を利用した
外交展開が行われたのがこの年の対外関係の特徴である。加えて，前年に引き続
き，ロシア・中国や主要国以外との関係拡大の動きもみられた。

対ロシア関係
　2012年には両国間で要人による直接の往来はみられず，両国の元首級会談も，
3月にエルベグドルジ大統領がプーチン大統領の当選に際して電話で祝意を述べ
たにとどまった。他方，11月には，ロシア国営ロステクノロギー社のチェメゾフ
社長が来訪，アルタンホヤグ首相との会談が行われ，両国合弁企業での機器の更
新と投資拡大について話し合われた。12月にはアルタンホヤグ首相が上海協力機
構第11回首相会議に出席，会期中にメドベージェフ首相と会談を行い，両国合弁
企業の利益向上および投資拡大について協力を進めることで一致した。同月には
ボルド外相が欧州安全保障協力機構（OSCE）外相理事会の会期中にラブロフ・ロ
シア外相と会談，経済協力に関して意見を交換した。
　以上の会談を受けて，12月にはウランバートルで第16回モンゴル・ロシア通
商・経済・科学技術協力政府間協議が開催された。モンゴル側はテルビシダグワ
副首相が，ロシア側はドンスコイ天然資源環境大臣が代表をそれぞれ務め，双方
の間でロシアからモンゴルへの石油製品の安定供給や，モンゴル国内での石油製
品生産に対するロシアの支援，電力エネルギー分野での協力，両国間合弁企業の
利益向上，タワントルゴイ炭鉱への鉄道建設，「ドルノド・ウラン」合弁工場の
建設開始に関して意見が交わされ，協定書の署名が行われた。ドンスコイ天然資
源環境大臣はオヨーン環境・グリーン開発相，ガンホヤグ鉱業相とも会談した。
　今後の対ロシア関係では，上記協議で話し合われた分野での両国間協力が具体
的にどう進むかが焦点となる。ただし，ウラン開発についてはモンゴル国内世論
の反発が予想されるほか，鉄道についてはソ連時代からの合弁協定の見直しにつ
いて意見の食い違いがみられるなど，課題は少なくない。
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対中国関係
　中国との間では要人の往来が相次いだ。 1月にはザンダンシャタル外相が訪中，
楊潔篪外相と会談を行ったほか，温家宝首相，周永康共産党中央政治局常務委員
会委員，陳徳銘商務相らと会談した。 5月には陳竺衛生相が来訪し，フレルバー
タル保健相と会談したのに加え，バトボルド首相との会談の席で，伝染病，伝統
医療，応急治療に関する協力計画書の署名が行われた。 6月にはエルベグドルジ
大統領が上海協力機構第12回会議に出席，会期中に胡錦濤国家主席，李克強副首
相と会談を行った。 8月には戴秉国国務委員が来訪し，エルベグドルジ大統領，
アルタンホヤグ首相，エンフボルド国会議長と会談した。
　これらの会談では戦略的パートナーとしてのモンゴル・中国間関係の発展や，
両国間の結びつきの強化が繰り返し強調されている。戴秉国国務委員は来訪時の
記者会見で，「中国・モンゴル関係は歴史上最良の時期にある」とまで述べてい
る。ただし，懸念材料がないわけではない。 4月にモンゴルの石炭の大口購入者
である「中国アルミニウム」社が石炭採掘業「サウスゴビ」社株の57.6％を 9億
2600万ドルで購入することが報じられたが，翌月に可決された「戦略的分野にお
いて事業活動を行う企業に対する外国投資を調整する法律」が障害となり，同社
は結局 9月に購入を辞退すると発表した。モンゴルにおける資源ナショナリズム
の高まりが中国との経済関係に悪影響を及ぼす可能性は留意されるべきである。

対日関係
　2012年はモンゴルが日本と国交を樹立してちょうど40周年にあたる。これを記
念して，モンゴルでは日本の伝統芸能・文化の紹介をはじめ，さまざまな行事が
開催された。また，日本・モンゴル間の友好親善に貢献したとして国家賞作曲家
N.ジャンツァンノロブ氏に対して旭日小綬章が授与されたほか，個人・組織へ
の外務大臣表彰・在外公館長表彰が行われた。
　要人の往来も相次いだ。 1月には齋藤内閣官房副長官が来訪したのに加え，同
時期に一川防衛相が来訪，防衛相会談を行った。 3月にはバトボルド首相が訪日
し，野田首相と公式首脳会談を行った。バトボルド首相は玄葉外相らとも会談を
行ったほか，モンゴルへの円借款および無償資金協力に関する交換公文に署名，
14日には大阪でモンゴル総領事館の開設式典に出席した。 4月にはバヤンムンフ
食糧・農牧業・軽工業大臣が訪日，仲野農林水産大臣政務官らと会談， 9月末に
はボルド外相が訪日，10月 2日に玄葉外相との会談が行われた。加えて， 9月に
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は国連総会会期中にエルベグドルジ大統領と野田首相との首脳会談が実施され，
12月には OSCE外相理事会に際し，ボルド外相と榛葉外務副大臣が会談した。
　これらの機会で中心的な話題となったのは，両国間の経済関係の促進であった。
3月のバトボルド首相訪日の際には，野田首相との会談後に行われた共同記者発
表で，両国が経済連携協定（EPA）の締結に向けた交渉を開始することが明らかに
された。また期間中にモンゴル開発銀行と三井住友銀行，またエルデネス・タワ
ントルゴイ社と三井物産との間で，それぞれ協力了解覚書の署名が交わされてい
る。また，10月の会談ではタワントルゴイ炭鉱への日本の投資拡大についてモン
ゴル側が支援を行うことで両外相が一致した。
　EPAの締結に向けては， 6月に第 1回交渉がウランバートルで，12月に第 2
回交渉が東京でそれぞれ開催されている。EPA締結が実現すれば，両国間の経
済関係が拡大することが見込まれる。

対米関係
　2012年はモンゴル・アメリカ間の国交樹立25周年に加え，アメリカ国際開発庁
（USAID）のモンゴルでの活動開始20周年でもあった。その USAIDは 5月にドイ
ツ国際協力公社（GIZ）と共同で，ウランバートル市内の学校を対象とする暖房施
設や校舎の断熱強化のプロジェクトを開始した。経済面では，同じく 5月にアメ
リカ輸出入銀行とモンゴル開発銀行との間で了解覚書の署名が行われた。輸出入
銀行側は鉱業に加えて鉄道，道路，エネルギー，住宅，環境，加工業の分野での
協力に関心を示しているといわれており，今後これらの面での協力が見込まれる。
　 7月にはクリントン国務長官が来訪した。これはモンゴルが議長国を務める民
主主義共同体の運営評議会第 4回会合および国際女性リーダーシップフォーラム
に参加するために訪れたものであり，クリントン国務長官は会期中にエルベグド
ルジ大統領とバトボルド首相と会談を行ったほか，演説でモンゴルの民主主義シ
ステムを称賛した。
　翌 8月には，初開催以来10周年を迎える国際軍事演習「ハーン・クエスト」が
実施された。これは2003年以降毎年行われているものであり，今回もモンゴル，
アメリカをはじめ，日本を含む計11カ国から1000人以上が参加した。また，同月
には退任したアドルトン前大使に代わりキャンベル新大使が着任した。
　しかし，上記を除けば2012年にモンゴル・アメリカ間で要人の往来などの動き
はなく，対米関係については動きの乏しい 1年となった。一方，この年には後述
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するようにモンゴルと朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮），イランなどとの交流も
みられており，アメリカ政府がこのような動きをどう捉えているのかが注目され
る。

対ヨーロッパ関係
　対ヨーロッパ関係においてもっとも注目されるのは，モンゴルの OSCE正式
加盟である。モンゴルは従前より OSCEの協力国の地位を有していたが，前年
に正式加盟の意向を示していた。加盟は11月21日付で認められ，12月の OSCE
外相理事会から正式メンバーとして参加することとなった。ヨーロッパ各国との
さらなる関係拡大が期待される。
　これ以外の動きをみると，エルベグドルジ大統領が 3月末に訪独し，ガウク大
統領，メルケル首相らと会談した。そして，大統領は 7月末にロンドン五輪開会
式に出席すべく訪英し，女王エリザベス 2世，アンドリュー王子，ヘイグ外相ら
と会談したほか，モンゴル・イギリスビジネスフォーラム開会式に出席した。さ
らに，10月にはノルウェー，スウェーデンを歴訪，ノルウェー訪問では国王ハー
ラル 5世，ストルテンベルグ首相，アイデ外相らと会談，スウェーデンでは国王
カール 5世らと会談したほか，モンゴル・スウェーデンビジネスフォーラムに出
席した。
　また，10月末にはボルド外相がオーストリア，ドイツ，スイスを歴訪，オース
トリアではシュピンドルエッガー副首相と会談，ドイツではヴェスターヴェレ外
相らと会談，スイスではブルクハルター外相らと会談したのに加え，国連ジュ
ネーブ事務局を訪問し，トカエフ欧州本部長らとの会談を行った。

対韓国，北朝鮮関係
　対韓国関係では，新旧の外相による訪問が特筆される。 5月にはザンダンシャ
タル外相が訪韓し，韓国ビザの交付条件緩和の合意書に署名した。これにより，
モンゴルの通常旅券所持者が手数料なしで韓国のマルチビザを取得可能になるな
どの措置が実現した。政権交代後の11月にはボルド外相が訪韓し，金星煥外交通
商部長官らと会談を行い，この席で両国間の環境協力や，モンゴル国民の韓国ビ
ザ取得のさらなる条件緩和について話し合われた。このほか， 3月にはモンゴル
航空と大韓航空との間で合意覚書の署名が行われ，モンゴル航空のサービス水準
向上およびスカイチームへの加入に対して大韓航空が支援を行うことが定められ
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た。
　一方，北朝鮮との関係をみると， 8月にエルベグドルジ大統領が非同盟諸国首
脳会議に出席した際，金永南最高人民会議常任委員会委員長との会談を行ってい
る。11月には崔泰福最高人民会議議長が来訪し，エンフボルド国会議長，ボルド
外相と会談したほか，ダルハンを訪問した。続いて同月末にテムージン法相が訪
朝し，李明洙人民保安部長，金永南最高人民会議常任委員会委員長との会談が行
われた。
　これらの会談以外には，モンゴルが日本と北朝鮮との間の協議の場を提供した
ことが注目される。 3月には北朝鮮・宋日昊日朝交渉担当大使と拓殖大学・眞鍋
貞樹教授がウランバートルで会談したことが報じられており，11月には日朝政府
間協議がウランバートルで開催されている。モンゴルは北朝鮮との間に社会主義
時代以来の関係があり，今後そのような関係に基づいて，日朝交渉をはじめ東ア
ジアの安全保障問題に関与していくことも予想される。

その他
　 2月にはパーニー・ラオス国会議長が来訪してエルベグドルジ大統領やバトボ
ルド首相，デンベレル国会議長，バダムジョナイ食糧・農牧業・軽工業相と会談
した。この訪問によって，モンゴルがラオスで土地を借り上げて米作を行うこと
が可能となった。11月にはエルベグドルジ大統領が，アジア欧州会合（ASEM）首
脳会議に出席すべく，ラオスを訪問した。
　また， 4月にはエルベグドルジ大統領がキルギスを訪問し，アタンバエフ大統
領らと会談した。 9月にはユドヨノ・インドネシア大統領が来訪，エルベグドル
ジ大統領らと会談しており，10月にはカー豪外相が来訪，エルベグドルジ大統領
との会談や外相会談が行われた。
　これら以外で注目されるのは，エルベグドルジ大統領の非同盟諸国首脳会議へ
の出席である。会議は 8月末から 9月初頭にかけてテヘランで行われ，エルベグ
ドルジ大統領は会期中に潘基文国連事務総長，金永南北朝鮮最高人民会議常任委
員会委員長らと会談を行った。加えてエルベグドルジ大統領は会議終了後にイラ
ン最高指導者ハメネイ師，アフマディネジャド大統領らと会談を行ったほか，外
国元首としては初めて同国の核施設を訪問したと世界に報道された。訪問の事実
は後にモンゴル大統領府からも発表されたが，日付などは明らかにされていない。
イランの核開発に対しては，欧米を中心とする世界各国が厳しい批判を重ねてお
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国会総選挙で人民党下野，民主党主導の連立政権誕生

り，そのようななかでの施設訪問が諸外国にどう受け止められているのかが懸念
される。

2013年の課題
　2013年の最大の注目事は大統領選挙である。本稿執筆時点で各党・同盟の立候
補予定者は明らかになっていないが，民主党と人民党からの候補の争いが軸とな
ることは疑いない。民主党および旧民主連合政権下で実施された過去の大統領選
挙では，いずれも旧人民革命党（現人民党）の候補が勝利しているが，今回は民主
党が統一地方選挙での勝利の余勢を駆って，大統領選も制するという可能性は小
さくない。両党以外では国会に議席を有する「正義」同盟と市民の意志・緑の党
にも大統領選挙に立候補者を擁立する権利があり，彼らの選択も焦点となる。
　経済では支出抑制による財政赤字の削減，輸出拡大による貿易赤字の削減，イ
ンフレの抑制， 2大鉱山開発の推進が引き続き課題となる。とくに 2大鉱山開発
については，事業そのものの進展が問われる。これまでは鉱山開発よりも事前収
入の分配が先行してきたが，開発自体が進まないのでは本末転倒である。今後は
事業の進展について，具体的な成果が求められるが，すでにみたように両鉱山と
も今後解決すべき課題が山積している。
　対外関係は大規模選挙が一段落することで活発化が予想されるが，そこで留意
すべきは，多方面外交と隣国を含む大国との関係のバランスである。2012年には
北朝鮮，イラン外交で独自性を示したモンゴルだが，同種の外交を今後も展開す
る場合，国際社会，なかでも欧米諸国との関係とどう両立を図るかが課題となる。
　ただし，上述のいずれの課題も，国内政治の安定が解決の前提となる。大統領
選挙に加え，エンフバヤル前大統領の処遇など，政争の火種は多い。しかし，そ
のなかでも混乱を回避する道を見いだすことが，各党の責務である。

（立命館大学助教）
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1 月 2 日 ▼江田参議院日本・モンゴル友好促
進議員連盟会長，来訪（～ 6日）。エルベグド
ルジ大統領らと会談。
5 日 ▼民主党アルタンホヤグ党首，連立政

権離脱を発表。

▼国会，市民的および政治的権利に関する
国際規約の第二選択議定書を批准。
8 日 ▼ N. エンフボルド副議長ら国会議員

団，東京での第20回アジア太平洋議員フォー
ラムに出席（～12日）。
9 日 ▼齋藤内閣官房副長官，来訪（～11日）。

▼一川防衛相，来訪（～12日）。エルベグド
ルジ大統領らと会談。
11日 ▼ザンダンシャタル外相，訪中（～15
日）。温家宝首相らと会談。

▼民主党，連立政権離脱を正式決定。
12日 ▼民主党出身の 6閣僚，辞職願を提出。
13日 ▼第15回世界冬の都市市長会議，ウラ
ンバートルで開催（～15日）。
16日 ▼「エルデネス・タワントルゴイ」社

株の新規株式公開（IPO）時期を延期。
17日 ▼バトボルド首相，辞任した閣僚の後
任人事を発表。

▼パナマと国交樹立。
19日 ▼ブータンと国交樹立。
20日 ▼国会， 6閣僚の辞任を承認。
23日 ▼バトボルド首相，デムベレル国会議
長に後任閣僚人事を上程。
27日 ▼国会，第一副首相の廃止と 5閣僚の
就任を承認。
31日 ▼閣議，テンゲル外務副大臣ら 5副大
臣を任命。
2 月 1 日 ▼日モ国交樹立40周年記念共同記者
会見，外交・貿易省で実施。
3 日 ▼エルベグドルジ大統領，ドルノゴ

ビ・ゴビスンベル両県視察（～ 4日）。

9 日 ▼国際会議「コール・モンゴリア
2012」（Coal Mongolia-2012），ウランバート
ルで開催（～10日）。

▼展示会「メード・イン・モンゴリア
2012」，ウランバートルで開催（～13日）。
16日 ▼国会，第39号決議（「エルデネス・タ

ワントルゴイ」社株式の交付）可決。

▼秋期国会閉会。
25日 ▼パーニー・ラオス国会議長，来訪

（～29日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
3 月 1 日 ▼第 4回東アジアウランバートル
フォーラム開催（～ 2日）。

▼ジェプツンダンバ・ホトクト 9世（ボグ
ド 9世）転生ラマ，ウランバートルで死去。
5 日 ▼臨時国会開会。

▼モンゴル経済フォーラム，ウランバート
ルで開催（～ 6日）。
7 日 ▼臨時国会，2012年度補正予算可決。

公務員給与・年金を 2月 1日に遡及して増額。

▼エルベグドルジ大統領，プーチン・ロシ
ア大統領と電話会談。
9 日 ▼臨時国会閉会。
11日 ▼バトボルド首相，訪日（～15日）。野
田首相らと会談。
12日 ▼最高裁，市民の意志党の「市民の意
志・緑の党」への改称と党規変更を承認。
14日 ▼大阪にモンゴル総領事館開設。
17日 ▼北朝鮮の宋日昊大使と眞鍋貞樹拓殖

大学教授，ウランバートルで接触（～18日）。
26日 ▼モンゴル航空，大韓航空との合意覚
書に署名。
28日 ▼憲法裁判所中法廷，選挙法の一部を
違憲と判断。

▼博覧会「マインテック2012」，ウラン
バートルで開催（～30日）。

▼エルベグドルジ大統領，訪独（～4月1日）。

重要日誌 モンゴル　2012年
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4 月 3 日 ▼エルベグドルジ大統領，キルギス
訪問（～ 6日）。アタンバエフ大統領らと会談。
5 日 ▼春期国会開会。
10日 ▼バヤンムンフ食糧・農牧業・軽工業

大臣，訪日（～11日）。仲野農林水産大臣政務
官らと会談。
13日 ▼エンフバヤル前大統領，横領の容疑
で反腐敗庁に逮捕。
16日 ▼オラーン国会議員ら，ニャムドルジ
法相の罷免決議案を提出。
19日 ▼国会本会議，憲法裁判所による選挙
法違憲判断を承認せず。

▼ドルジ・ブータン元首相，来訪。エルベ
グドルジ大統領と会談。
26日 ▼国会総選挙公示。
5 月 1 日 ▼オラーン国会議員ら 4人，人民党
会派離脱を表明。

▼公務員給与および年金，再増額。

▼モンゴル開発銀行，アメリカ輸出入銀行
と貿易促進に関する了解覚書に署名。
2 日 ▼陳竺中国衛生相，来訪（～ 4日）。バ

トボルド首相らと会談。
3 日 ▼国会本会議，ニャムドルジ法相の罷

免案を否決。
4 日 ▼拘置中のエンフバヤル前大統領，ハ

ンガーストライキ開始。

▼アメリカ国際開発庁，ドイツ国際開発公
社と共同でウランバートル市内の学校暖房施
設修繕プロジェクト開始。
8 日 ▼国会総選挙への出場政党・同盟受け

付け締め切り。
9 日 ▼国際フォーラム「マイニング・モン

ゴリア90」，ウランバートルで開催（～10日）。
14日 ▼エンフバヤル前大統領，保釈。
17日 ▼国会，「戦略的分野において事業活
動を行う企業に対する外国投資を調整する法
律」を可決。

22日 ▼第 4回アジア欧州会合（ASEM）環境
大臣会議，ウランバートルで開催（～23日）。
23日 ▼春期国会，総選挙により一時休会。
31日 ▼ザンダンシャタル外相，訪韓（～ 6

月 1日）。
6 月 3 日 ▼欧州安全保障協力機構（OSCE）ザ
ニエル事務総長，来訪（～ 6日）。バトボルド
首相らと会談。
4 日 ▼日本・モンゴル経済連携協定（EPA）

交渉第 1回会合，ウランバートルで開催（～
7日）。
6 日 ▼エルベグドルジ大統領，北京での上

海協力機構第12回会議に出席（～ 7日）。会期
中に胡錦濤中国国家主席らと会談。

▼国会総選挙立候補者登録期間終了。選挙
中央委，エンフバヤル前大統領らの立候補取
り消しを決定。

▼オハー・ホダグ＝ガショーン・ソハイ国
境間鉄道建設着工。
10日 ▼国会総選挙比例代表部分の在外投票

実施。
25日 ▼政府，国民に交付した「エルデネ

ス・タワントルゴイ」社株の買い取り開始。

▼閣議，全国民に「エルデネスMGL」社
優先株の交付を決定。
28日 ▼国会総選挙，首都議会選挙実施。
7 月 4 日 ▼首都議会選挙最終結果確定。各党
の獲得議席数は民主党26，人民党14，「正義」
同盟 4，市民の意志・緑の党 1。
5 日 ▼国会総選挙最終結果確定，選挙中央

委よりエルベグドルジ大統領に報告。

▼第 5期国会終了，最終本会議開催。
6 日 ▼第 6期国会初会議召集，「正義」同

盟 3議員を除く69議員が宣誓。
8 日 ▼国際女性リーダーシップフォーラム，

ウランバートルで開催（～ 9日）。
9 日 ▼クリントン米国務長官，来訪（～10
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日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
▼民主主義共同体運営評議会第 4回会合，

ウランバートルで開催（～10日）。

▼「エルデネス・タワントルゴイ」社株再
買い取り開始。
18日 ▼ウランバートル第 5発電所建設契約
落札者，双日らのコンソーシアムに決定。
19日 ▼民主党，「正義」同盟，市民の意
志・緑の党，連立政権樹立で合意。
20日 ▼第 6期国会，初会議開会。
24日 ▼モンゴル人民党幹部会開催（～25日），
エンフトゥブシン党首ら新執行部選出。
27日 ▼エルベグドルジ大統領，ロンドン五
輪開会式出席（～31日）。滞在中，女王エリザ
ベス 2世らと会談。
8 月 7 日 ▼首都知事に E.バト＝ウール氏就
任。
9 日 ▼国会，アルタンホヤグ民主党党首を

首相に任命。
12日 ▼国際軍事演習「ハーン・クエスト
2012」実施（～23日）。
16日 ▼国会，新政権の省庁構成案を承認。
17日 ▼国会，新閣僚のうち民主党所属者に
ついて承認。
20日 ▼国会，「正義」同盟および市民の意
志・緑の党からの新閣僚を承認。
21日 ▼第 6期国会初会議終了。
22日 ▼戴秉国中国国務委員，来訪（～25日）。
エルベグドルジ大統領らと会談。
27日 ▼ウランバートル市で自動車登録番号

に基づく市内自動車走行制限開始。
29日 ▼臨時国会開会。
30日 ▼エルベグドルジ大統領，テヘランで
の非同盟諸国首脳会議に出席（～31日）。

▼鉱業投資家フォーラム「ディスカバー・
モンゴリア2012」，ウランバートルで開催（～
31日）。

9 月 1 日 ▼エルベグドルジ大統領，イラン訪
問（～ 4日）。最高指導者ハメネイ師らと会談。
4 日 ▼大統領府，エルベグドルジ大統領が

イランの核施設を訪問と発表。

▼エルベグドルジ大統領，トルコ訪問。
5 日 ▼超党派国会議員24人，アルタンホヤ

グ首相に対しオヨー・トルゴイ鉱山に関する
第57号決議の修正要求を提出。

▼ユドヨノ・インドネシア大統領，来訪
（～ 7日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
10日 ▼中国からの低利借款により購入した

トラクター8000台の交付式挙行。
14日 ▼国会，モンゴル銀行総裁に N. ゾル
ジャルガル氏を任命。
17日 ▼国会，追加補正予算可決。
18日 ▼国会，2012～2016年の政府活動プロ

グラム案を可決。

▼臨時国会閉会。
20日 ▼エルベグドルジ大統領，国連総会出

席（～28日）。潘基文国連事務総長らと会談。
25日 ▼エルベグドルジ大統領，野田首相と
会談。
30日 ▼ボルド外相，訪日（～10月 3日）。玄
葉外相らと会談。
10月 1 日 ▼秋期国会開会。

▼タワントルゴイ炭鉱西鉱区の開発開始。

▼カー豪外相，来訪（～ 4日）。エルベグド
ルジ大統領らと会談。
4 日 ▼ダ＝シルバ国際連合食糧農業機関

（FAO）事務総長，来訪。エルベグドルジ大統
領らと会談。
6 日 ▼エルベグドルジ大統領，ノルウェー

訪問（～ 9日）。国王ハーラル 5世らと会談。
8 日 ▼日モ国交樹立40周年記念外務大臣表

彰・在外公館長表彰第 1回授与式，在モンゴ
ル日本大使館で開催。
9 日 ▼エルベグドルジ大統領，スウェーデ
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ン訪問（～11日）。国王カール 5世らと会談。
11日 ▼エルデネス・タワントルゴイ社新社

長に Ya. バトソーリ氏が就任。
14日 ▼ウランバートル市内のレーニン像，
首都知事令により撤去。
16日 ▼選挙中央委，ウブルハンガイ県人民
党 2候補の当選取り消しと民主党 2候補の繰
り上げ当選を決定。
18日 ▼人民党員・支持者・所属国会議員，
選挙中央委の決定に対する抗議行動挙行。
22日 ▼子ども手当の交付，全国で開始。

▼ボルド外相，オーストリア訪問。シュピ
ンドルエッガー副首相と会談。
23日 ▼ボルド外相，訪独。ヴェスターヴェ
レ外相らと会談。
24日 ▼ボルド外相，スイス訪問（～26日）。
ブルクハルター外相らと会談。国連ジュネー
ブ事務局でトカエフ欧州本部長らと会談。
26日 ▼ジャマイカと国交樹立。
11月 5 日 ▼エルベグドルジ大統領，ヴィエン
チャン（ラオス）での ASEM首脳会議に出席
（～ 6日）。
8 日 ▼国会，2013年度予算案可決。

▼国会，フレルスフ議員の辞職願承認。
14日 ▼金澤防衛事務次官，来訪（～16日）。
バト＝エルデネ国防相らと会談。

▼ガンホヤグ外務副大臣，モスクワでの上
海協力機構副大臣級会議に出席。

▼チンギス・ハーン生誕850年祭，挙行。
15日 ▼日朝政府間協議，ウランバートルで
開催（～16日）。ボルド外相，日朝両国代表団
とそれぞれ会談。
18日 ▼崔泰福北朝鮮最高人民会議議長，来
訪（～22日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
21日 ▼統一地方選挙，国会決選投票実施。

▼モンゴル，OSCEに正式加盟。
23日 ▼バヤルツォグト国会副議長，ガン

バータル国会議員，オヨー・トルゴイ鉱山投
資契約に関しテレビ公開討論。
26日 ▼ボルド外相，訪韓（～27日）。金星煥

外交通商部長官らと会談。

▼テムージン法相，訪朝（～29日）。金永南
最高人民会議常任委員会委員長らと会談。
28日 ▼国際債券市場で15億㌦のドル建て

「チンギス」国債販売開始。
12月 1 日 ▼統一地方選挙の再選挙実施。
5 日 ▼アルタンホヤグ首相，ビシュケク

（キルギス）での上海協力機構第11回首相会議
に出席。会期中にメドベージェフ・ロシア首
相らと会談。
6 日 ▼ボルド外相，ダブリンでの OSCE

外相理事会に出席（～ 7日）。
7 日 ▼ボルド外相，榛葉外務副大臣と会談。
11日 ▼日本・モンゴル EPA交渉第 2回会

合，東京で開催（～14日）。
13日 ▼国会の未確定 2議席および人民党比
例代表繰り上げ当選者が決定。

▼民主党・人民党，ウブルハンガイ県選挙
区の当選者について合意。
17日 ▼日モ国交樹立40周年記念外務大臣表
彰・在外公館長表彰第 2回授与式，在モンゴ
ル日本大使館で開催。
18日 ▼日本政府，国家賞作曲家 N. ジャン
ツァンノロブ氏に旭日小綬章授与。
19日 ▼第16回モンゴル・ロシア通商・経

済・科学技術協力政府間協議，ウランバート
ルで開催（～21日）。
21日 ▼人民党，国会内会派を公式に結成。
25日 ▼「エルデネス・オヨー・トルゴイ」
社社長に Ts. セドワンチグ前国会議員任命。
27日 ▼オヨー・トルゴイ銅精錬工場，稼働
開始。
28日 ▼「正義」同盟比例代表獲得議席の 1
議席で当選者が確定，同党選出議員全員確定。
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　 1 　国家機構図（2012年12月末現在）

（注）　 1）国家元首。政党の推薦を受け国民の直接選挙で選出，任期 4年。大統領資格は45歳以上，選
挙前 5年以上継続し国内に居住したモンゴル国籍の者。 2）国家最高機関。定員76人。任期 4年。議
員資格25歳以上。首相以下の閣僚を選出。定例年 2回， 1回75日以上。 3）最高裁長官，検事総長は
国家大会議議決を経て大統領が任命。 4）任期 4年。 5）アイマグ（県），首都の知事は地方議会の提
案で首相が任命。ソム（郡），地区等の首長は上部アイマグ，首都知事が任命，任期 4年。

　 2 　政府要人名簿（2012年12月末現在）

大統領  Ts. Elbegdorj
　［閣僚］
首相  N. Altankhuyag（民主党）
副首相  D. Terbishdagva（「正義」同盟）
環境・グリーン開発相
 S. Oyuun（市民の意志・緑の党）
外務・貿易相  L. Bold（民主党）
大蔵相  Ch. Ulaan（「正義」同盟）
法務相  Kh. Temuujin（民主党）
建設・都市計画相  Ts. Bayarsaikhan（民主党）
国防相  D. Bat-Erdene（民主党）
教育・科学相  L. Gantomor（民主党）
道路・運輸相  A. Gansukh（民主党）
文化・スポーツ・観光相

 Ts. Oyuungerel（民主党）
鉱業相  D. Gankhuyag（民主党）
工業・農牧業相  Kh. Battulga（民主党）
労働相  Ya. Sanjmyatav（民主党）
人口開発・社会保障相  S. Erdene（民主党）
経済開発相  N. Batbayar（民主党）
エネルギー相  M. Sonompil（「正義」同盟）
保健相  N. Udval（「正義」同盟）
官房長官  Ch. Saikhanbileg（民主党）
　［国家大会議］
議長  Z. Enkhbold（民主党）
副議長  S.Bayartsogt（民主党）
副議長  L. Tsog（「正義」同盟）
副議長  M. Enkhbold（民主党）
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　 3 　2012年経済成果（抄訳）
（国家統計局発表）

　 1 ．国家財政
　2012年の歳入および援助総額は 4兆8809億
トグ
リグ，歳出は 6兆439億トグ

リグで，財政収支は 1兆
1630億トグ

リグの赤字であった。
　税収は前年比14.5％（5334億トグ

リグ）増加した。
これは，外国貿易課税が3.0％（101億トグ

リグ）減少
したにもかかわらず，社会保険料収入が
45.0％（2129億 トグ

リグ），物品・サービス税が
13.9％（1988億トグ

リグ），その他の税が15.9％（910
億トグ

リグ），個人所得税が4.3％（362億トグ
リグ），資産

税が26.2％（45億トグ
リグ）増加したためである。

　 2 ．金融
　2012年12月末現在の通貨供給量（M2）は 7
兆6172億トグ

リグであり，前年比18.8％（ 1兆2049
億トグ

リグ）増であった。
　12月末現在，貸付残高は前年比23.9％増で
6兆9905億トグ

リグとなった。このうち期限切れの
債務は1106億トグ

リグで前年比50.1％（369億トグ
リグ）の

増加となった。不良債権は2951億トグ
リグで前年比

10.6％（349億トグ
リグ）の減少となった。

　12月末の総預金額は 1兆325億トグ
リグであり，

前年比26.5％（ 1兆1490億トグ
リグ）増加した。うち

国内通貨での預金は 3兆4880億トグ
リグで前年比

19.8％（5756億トグ
リグ）の増加，外貨預金は 1兆

4347億トグ
リグで前年比46.7％（4568億トグ

リグ）の増加で
あった。
　2012年末時点でモンゴル証券取引所の上場
株式時価総額は 1兆7999億 トグ

リグで，前年比
17.0％（3687億トグ

リグ）減少した。
　主要銘柄の株価指数 TOP-20は，2011年平
均値が 2万1421.8であったのに対し，2012年
の平均値は 1万6839.1に下落した。
　 3 ．物価
　2012年12月の消費者物価指数は前年同期比

で14.0％上昇した。2012年の年平均インフレ
率は14.3％であった。とくに，食料品部門が
17.5％，アルコール・たばこ部門が54.4％，
衣料品部門が16.1％，教育サービス部門が
15.2％，ホテル・レストラン部門が23.0％上
昇した。郵便サービス部門は1.5％下落し，
上記以外の部門は3.5～11.0％上昇した。
　 4 ．貿易
　2012年に146カ国と貿易を行い，貿易総額
は111億2350万㌦に達した。うち輸出は43億
8460万㌦，輸入は67億3890万㌦で，貿易収支
は23億5430万㌦の赤字であった。貿易総額は
前年比2.6％（ 2億9240万㌦）減，輸出は9.0％
（ 4億3290万㌦）減，輸入は2.1％（ 1億4050万
㌦）増となった。貿易赤字は前年比で32.2％
（ 5億7340万㌦）に増加した。
　［輸入］2012年の総輸入額の構成比は，機
械，電気機器および関連機器24.5％，自動車，
飛行機，船舶および関連機器18.9％，鉱産物
23.5％，卑金属製品8.7％，食品類5.9％，化
学製品および化学工業製品4.4％，プラスチッ
ク・ゴム製品3.5％，その他10.5％となった。
前年比でみると，輸入額は鉱産物が 3億800
万㌦，食品類が6480万㌦，化学製品および化
学工業製品が4220万㌦，各種工業製品2630万
㌦，土石，ガラス製品が2460万㌦，プラス
チック・ゴム製品が770万㌦，家畜，動物お
よび加工品が610万㌦，野菜製品が590万㌦増
加した。
　［輸出］2012年の総輸出額の構成比は，石
炭43.4％，銅精鉱19.1％，鉄鉱石12.1％，原
油7.7％，亜鉛3.0％，金2.8％，蛍石2.3％，梳
毛カシミヤ1.1％，その他8.5％となった。前
年比でみると，各品目の構成比は銅精鉱が1.0
ポイ
ント，梳毛カシミヤが0.1ポイント，石炭が3.8ポイント減少
したのに対し，金が0.5ポイント，蛍石が0.4ポイント，鉄
鉱石が3.0ポイント，原油が2.4ポイント増加した。
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　 5 ．工業
　2012年の工業総生産は2005年価格で 2兆
2068億トグ

リグとなり，前年比で7.2％（1478億トグ
リグ）

増加した。これは，鉱物採掘部門で銅精鉱
（銅品位35％），金，亜鉛，鉄鉱石，蛍石，石
油などの生産が0.1～42.6％，製造業部門で
ソーセージ，鋳造品，メリヤス，ウォッカ，
菓子類，パン，絨毯，小麦粉，水，飼料，電
話，鋼材，ビール，乳，材木，セメントモル
タル，左官モルタル，ブリケット，コンク
リート枕木などの生産が0.8％～290％増加し
たためである。他方，鉱物採掘部門ではモリ
ブデン，石炭などの生産が1.1～7.7％，製造
業部門ではジュース，アルコール，銅カソー
ド，タバコ，セメント，梳毛カシミヤ，ムー
トンコート，ラクダ毛布などの生産が1.7～
68.2％減少した。
　 6 ．運輸
　2012年に5330万㌧の貨物，延べ 3億1870万
人の旅客が輸送された。前年比では，貨物輸
送は21.0％（920万㌧），旅客輸送は7.6％（2250
万人）の増加となった。このうち車両による
輸送は，貨物が3290万㌧で，前年比で28.3％
（730万㌧）の増加となり，旅客が延べ 3億
1390万人で，前年比で7.6％（2210万人）増加
した。
　 7 ．農牧業
　2012年末時点で家畜総数は4092万900頭で
あり，前年比12.6％（458万5100頭）の増加と
なった。このうち馬が前年比10.3％増の233
万400頭，牛が前年比10.5％増の258万4600頭，
ラクダが9.2％増の30万5800頭，羊が15.8％増
の1814万1400頭，ヤギが10.2％増の1755万
8700頭となった。2012年の家畜の損失は40万
頭であり，年初時点の家畜頭数の1.2％に相
当する。

　 8 ．失業者
　2012年12月末現在，登録失業者数は全国で
3万5800人であり，前年比で37.4％（ 2万
1400人）減少した。
　 9．健康
　2012年の出生者数は 7万4778人であった。
1歳未満の死亡者数は1143人であり，前年比
で0.8％（ 9人）減少した。 1歳から 5歳まで
の死亡者数は253人で，前年比1.9％（ 5人）減
少した。
　2012年には伝染病患者数が 4万3305人とな
り，前年比で1.1％（466人）増加した。伝染病
患者のうち，ウイルス性肝炎の感染者数が
53.3％（7816人），水疱瘡の感染者数が9.4％
（291人），細菌性赤痢の感染者数が3.3％（69
人），結核の感染者数が1.0％（41人）減少した
一方で，おたふく風邪の感染者数が8.9倍
（8044人），梅毒の感染者数が16.1％（686人），
トリコモナス症の感染者数が4.0％（158人），
淋菌感染症の感染者数が3.7％（192人）増加し
ている。
　10．犯罪
　2012年の犯罪件数は 2万2089件となり，前
年比で15.1％（2892件）減少した。18歳以上の
人口 1万人に占める犯罪件数は117件となり，
前年比で12.5％（13件）増加した。
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 1 　基礎統計
2007 2008 2009 2010 2011 20122）

人 口1）（年末，1,000人） 2,635.1 2,683.5 2,735.8 2,761.0 2,811.7 2,869.5
消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 15.1 22.1 4.2 13.0 10.2 14.0
失 業 者 数（年末，1,000人） 29.9 29.8 38.1 38.3 57.2 35.8
為替レート（ 1ドル＝トグリグ，年末） 1,169.9 1,267.5 1,446.5 1,234.1 1,374.2 1,396.1
（注）　 1）2009年までは国内居住者のみの統計。　 2）暫定値。
（出所）　Monthly Bulletin of Statistics，2009年12月号，2011年12月号，および2012年12月号。

 2 　主要経済指標
2007 2008 2009 2010 2011 20121）

実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％） 10.2 8.9 0.5 6.4 17.5 12.3
工業総生産（10億トグリグ，2005年価格） 1,716.9 1,762.8 1,704.9 1,874.6 2,059.0 2,206.8
工 業 総 生 産 成 長 率（％） 10.0 2.7 -3.3 10.0 9.0 7.2
国 家 歳 入（10億トグリグ） 1,880.5 2,170.4 1,994.0 3,122.5 4,227.2 4,880.9
国 家 歳 出（10億トグリグ） 1,747.3 2,466.8 2,336.6 3,080.7 4,997.0 6,043.9
財 政 収 支（10億トグリグ） 133.2 -296.4 -342.6 41.8 -769.9 -1,163.0
貿 易 総 額（100万ドル） 4,006.3 6,155.1 4,022.7 6,108.6 11,415.9 11,123.5
輸 出（100万ドル） 1,947.5 2,534.5 1,885.4 2,908.5 4,817.5 4,384.6
輸 入（100万ドル） 2,061.8 3,244.5 2,137.3 3,200.1 6,598.4 6,738.9
貿 易 収 支（100万ドル） -114.3 -710.0 -251.9 -291.6 -1,780.9 -2,354.3
総 家 畜 数（100万頭） 40.3 43.3 44.0 32.7 36.3 40.9
子 家 畜 育 成 数（1,000頭）12,767.6 12,780.0 13,767.4 7,399.2 12,540.7 13,379.0
出 生 に 対 す る 育 成 率（％） 97.1 91.0 89.4 68.0 94.9 96.5
（注）　 1）暫定値。
（出所）　表 1に同じ。

　 3　作物収穫高
2007 2008 2009 2010 2011 20121）

穀　　　物 総計（1,000t） 114.8 212.9 391.7 355.1 446.1 479.3
1 ha 収穫（100kg） 9.2 13.8 15.5 13.7 14.9 15.7

馬　鈴　薯 総計（1,000t） 114.5 134.8 151.2 168.0 201.6 245.9
1 ha 収穫（100kg） 99.9 109.6 112.0 121.6 131.1 146.2

野　　　菜 総計（1,000t） 76.5 78.9 78.0 82.3 99.0 98.9
総作付面積 （1,000ha） 202.7 192.5 282.2 315.3 345.9 379.8
（注）　 1）暫定値。
（出所）　表 1に同じ。
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 4 　家畜頭数 （単位：1,000頭）
2006 2007 2008 2009 2010 2011 20121）

総 数 34,802.0 40,263.8 43,288.5 44,023.9 32,729.5 36,335.8 40,920.9
ラ ク ダ 253.0 260.6 266.4 277.1 269.6 280.1 305.8
馬 2,114.0 2,239.5 2,186.9 2,221.3 1,920.3 2,112.9 2,330.4
牛 2,167.0 2,425.8 2,503.4 2,599.3 2,176.0 2,339.7 2,584.6
羊 14,815.0 16,990.1 18,362.3 19,274.7 14,480.4 15,668.5 18,141.4

ヤ ギ 15,451.0 18,347.8 19,969.4 19,651.5 13,883.2 15,934.6 17,558.7
（注）　 1）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Yearbook of 2009; Monthly Bulletin of Statistics，2011年12月号，および2012
年12月号。

　 5 　主要輸出品 （単位：万ドル） 
2008 2009 2010 2011 20121）

銅 精 鉱 83,566.0 50,192.4 77,059.4 96,855.2 83,878.0
モリブデン精鉱 8,234.4 5,030.9 5,199.2 4,671.7 3,817.4

金 59,988.3 30,847.3 17,832.0 10,977.8 12,229.4
亜 鉛 精 鉱 15,461.7 12,249.4 13,413.5 14,318.8 13,083.0
石 炭 18,466.6 30,630.1 87,761.1 226,208.5 188,039.6
梳 毛 カ シミヤ 9,866.7 6,837.0 6,882.1 5,743.3 4,783.0
カ シ ミ ヤ原毛 7,722.9 9,167.7 10,487.3 13,193.4 14,539.9
（注）　 1）暫定値。
（出所）　Monthly Bulletin of Statistics,　2010年12月号，および2012年12月号。

　 6 　主要輸入品 （単位：万ドル） 
2008 2009 2010 2011 20121）

機械，電気製品 60,640.4 42,390.5 68,126.8 178,394.8 165,299.5
鉱 産 物 96,418.1 56,972.2 75,490.4 127,442.7 158,241.8
輸 送 関 連機器 45,871.9 27,223.7 60,757.9 151,292.4 127,184.7
化 学 製 品 15,083.5 12,791.0 16,823.9 25,538.5 29,759.9
食 料 加 工 品 23,143.2 17,804.9 23,971.0 33,282.0 39,759.3
植 物 原 料産品 15,975.1 9,810.3 8,944.9 7,111.5 7,697.5
繊維，繊維製品 3,837.9 2,844.5 3,662.9 5,007.6 5,618.8
（注）　 1）暫定値。
（出所）　表 5に同じ。 

　 7 　主要国別貿易構成比（2012年）1） （％）

輸
出

中国 カナダ ロシア イタリア ドイツ 韓国 イギリス スイス 日本
92.6 2.7 1.8 0.7 0.4 0.3 0.3 0.2 0.1 

輸
入

中国 ロシア アメリカ 日本 韓国 ドイツ ベラルーシ カナダ オーストラリア
27.6 27.4 8.0 7.4 6.9 3.7 1.9 1.4 1.2 

（注）　 1）暫定値。
（出所）　Monthly Bulletin of Statistics，2012年12月号。



98

2012年　主要統計

　 8 　主要工業生産状況
単位 2006 2007 2008 2009 2010 2011 20121）

電 力 100万 kWh 2,933.0 3,078.3 3,359.6 3,395.8 3,654.2 3,902.0 4,096.3
石 油 1,000bbl 366.8 833.2 1,174.2 1,870.0 2,181.4 2,548.9 3,636.0
石 炭 1,000t 7,885.5 8,814.6 9,807.4 13,163.9 25,246.4 30,940.1 28,561.0
蛍 石 精 鉱 1,000t 137.6 131.8 142.9 115.3 140.7 116.4 157.2
銅 精 鉱 1,000t 370.5 371.9 362.3 370.9 357.1 347.4 347.6
モリブデン精鉱 t 3,022.0 4,002.0 3,795.0 5,263.6 4,348.0 3,977.0 3,933.9

金 kg 22,561.3 17,472.5 15,183.8 9,803.3 6,037.1 5,702.6 5,995.0
亜 鉛 精 鉱 1,000t 109.9 154.7 143.6 141.5 112.6 104.7 119.1
鉄 鉱 石 1,000t 180.0 265.1 1,387.4 1,379.0 3,203.2 5,678.3 7,561.4
コ ー ク ス 炭 1,000t 195.9 132.1 - - - - -
銅 カ ソ ー ド t 2,618.4 3,006.5 2,586.6 2,470.1 2,746.2 2,388.7 2,281.7
セ メ ン ト 1,000t 140.8 179.8 269.3 234.8 322.5 425.8 349.4
石 灰 1,000t 60.4 43.3 54.8 43.1 50.2 45.3 68.2
赤 煉 瓦 100万個 22.2 20.8 - - - - -
建 設 用 扉・ 窓 1,000㎡ 3.6 2.8 6.2 2.5 13.8 13.6 7.6
絨 毯 1,000㎡ 606.3 658.1 856.5 542.2 609.6 850.8 915.8
フ ェ ル ト 1,000m 68.8 87.8 86.5 128.7 134.9 263.2 251.4
ラ ク ダ 毛 布 1,000枚 34.4 37.7 35.0 36.9 15.3 25.8 8.2
皮 靴 1,000足 4.9 21.4 5.5 5.3 9.9 9.1 18.3
梳 毛 カ シ ミ ヤ t 1,388.2 1,554.7 1,723.8 1,586.7 824.7 874.3 417.0
小 麦 粉 1,000t 62.0 70.8 62.0 105.3 143.5 105.3 114.9
家 畜 肉 1,000t 7.7 6.8 12.0 18.3 12.0 13.2 13.2
洗 浄 羊 毛 t 1,107.8 1,670.8 1,778.1 - - - -
ハ ム 類 t 1,225.4 1,412.3 1,784.1 1,651.6 1,734.8 2,204.4 2,222.7
パ ン 1,000t 20.4 20.4 25.8 23.5 21.7 23.9 25.4
ア ル コ ー ル 1,000ℓ 4,032.9 5,721.5 6,778.9 3,541.4 3,609.1 3,440.4 3,305.3
ビ ー ル 1,000ℓ 7,393.0 18,377.7 19,891.1 32,445.1 44,878.5 57,133.6 65,124.6
ウォッカ，果実酒 1,000ℓ 10,719.6 12,591.3 15,494.4 17,410.9 20,396.7 25,596.1 26,894.4
飼 料 1,000t 25.0 22.3 26.3 39.3 65.8 34.1 38.2
（注）　 1）暫定値。
（出所）　表 4に同じ。
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